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トピックス

総務委員会・交付金小委員会
　５月２２日（金）、令和８年度第１回総務委員会（第１回交付金小委員会）を開催し、
茨城県トラック協会、陸災防茨城県支部、茨城県運輸政策研究会の令和７年度事業報告（案）
及び収支決算報告（案）、役員の一部変更について、会員の新規加入・退会等について審議・
承認され、６月９日（火）の理事会に上程することとなりました。
【審議事項】
　《茨城県トラック協会》
	 （１）令和７年度事業報告 (案 ) 及び収支決算報告 (案 ) の承認について
	 （２）公益目的支出計画実施報告書の承認について
	 （３）役員の一部変更について
	 （４）令和８年度定時総会招集 (案 ) について
	 （５）会員の新規加入・退会の承認について
	 （６）各種助成要綱の変更等の承認について
	 （７）「近代化基金運営要綱」及び「総合会館等基金運営要綱」の一部改正について
	 （８）地方近代化基金融資公募の承認について
	 （９）令和８年度「トラック業界の将来を考える特別委員会」委員推薦について
	 （10）今後の主な予定について
	 （11）その他
《陸災防茨城県支部》
	 （１）令和７年度事業報告 (案 ) 及び収支決算報告 (案 ) の承認について
	 （２）役員の一部変更について
	 （３）令和８年度定時総会招集 (案 ) について
	 （４）会員の新規加入・退会の承認について
	 （５）その他
《茨城県運輸政策研究会》
	 （１）令和７年度事業報告 (案 ) 及び収支決算報告 (案 ) の承認について
	 （２）役員の一部変更について
	 （３）令和８年定時総会招集 (案 ) について
	 （４）会員の新規加入・退会の承認について
	 （５）その他　

【第１回施設売却検討委員会】（小倉邦義委員長）

　５月２２日（金）、茨城県トラック総合会館において、第１回施設売却検討委員会が開
催し、下記の議題について審議しました。
＜議題＞
（１）委員長・副委員長の選任について
（２）施設売却
（３）その他

委員会・部会だより
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【青年部会　交通事故防止教室】（佐藤武志部会長）

　５月１８日（月）、桜川市立板戸小学校において、１～６年
生１００名を対象に実施しました。
　桜川警察署及び桜川市役所と当協会青年部会員より、トラッ
クを使用した内輪差による左折巻き込み事故の実演、トラッ
ク乗車体験による運転席からの見え方や死角等の授業を行い
ました。
　児童は、トラックは視野が広くて周りがよく見えるわけで
はなく、運転席からはかなり見えない所がある事に驚き、「こ
れからは注意して道路を通行することを心掛けます」と話し
ていました。

【女性部会　役員会】（飯島智佳子部会長）

　５月１５日 ( 木 )、茨城県トラック総合会館研修室において、令和８年度第１回役員会
を開催し、下記議題について審議し承認され、通常総会に上程することとなりました。
　通常総会については、６月８日（月）に茨城県トラック総合会館において開催する予定
です。

＜議題＞
（１）令和７年度事業報告書、収支決算書 (案 ) について
（２）令和８年度事業計画書、収支予算書 (案 ) について
（３）その他

【水戸線支部　懇親ゴルフ】（小倉重則支部長）
　
　５月２７日（水）、ゴルフ日和の中、水戸線支部、春の懇親ゴルフを下館ゴルフ俱楽部（筑
西市）で開催し、１７名が参加しました。
　支部内の懇親を目的に、和気あいあいと実施いたしました。
　なお、成績は以下のとおりでした。（敬称略）
　　　　　　　　　　　　　　　　  ネット　  グロス
【個人戦】 	 優　勝　 小松﨑貴之	 ６４. ４	 １１０
	 準優勝　 小倉　克彦	 ６５. ８	 １０９
	 三　位　 高松　英樹	 ６６. ０	 ９０
	 ベスグロ 小林　孝治	 	 ７５

支部だより
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公公益益社社団団法法人人  全全日日本本トトララッックク協協会会長長にによよるる優優秀秀運運転転者者顕顕彰彰候候補補推推薦薦ににつついいてて  
 
 標記の件につきましては下記により実施されますので、基準に該当する方がおり

ましたら、別紙により茨ト協総務部まで推薦をお願い致します。 
 

記 
 
１． 現在運転者であって、運転者としての期間を通算して次の各号に定める期間無事故で

あり、かつ無違反であった者。 
(1)  金十字章   満２０年（ただし、そのうちトラック運送事業の運転者と 

          して１５年以上とする。） 
(2)  銀十字章   満１０年（ただし、そのうちトラック運送事業の運転者と 

          して７年以上とする。） 
 
２． 前項の無事故であり、かつ無違反であった者とは、次の各号に定める者以外の者とす

る。 
   ただし、自己の責に帰すべき理由によらない事故は無事故とする。 

(1)  人身に係る事故を起こした者 
(2) 物損事故で損害額１万円を越える事故を起こした者 
(3) 事故または違反により罰金以上の刑に処せられた者 

 
３． 現に章を受けている者は再び同種の章を受けることはできません。 
 
４． 提出期限 
    令和８年８月３日（月）までに期間厳守でお願いいたします。 
 
※ 自動車安全運転センターの証明書は必要ありません。 

   
５． 問合せ先 （一社）茨城県トラック協会 総務部 まで 
         電話：０２９－３０３－６３６３ 
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過労死等防止対策セミナー ～ドライバーの体と心を守る～ 
の開催について 

 
本セミナーでは、例年のプログラムを変更してメンタルヘルス対策を新たに加え、今後５

０人未満の事業場にも適用が拡大される「ストレスチェック」の重要性についても解説しま

す。 

また、これまで好評を得ているグループワークも継続し、参加者が自社の取り組みレベル

を把握するとともに、他社の健康管理に関する取組の好事例などから新たな気づきを得るた

めの時間を確保することにより、事業者の過労死等防止対策の更なる取り組みを促すことを

目的に下記のとおり開催致します。 

 つきましては、参加ご希望の方は、申込書にご記入の上、７月１５日(水)までにＦＡＸ、

またはセミナー予約システム(https://seminar.ibatokyo.or.jp)にて必要事項を入力の上、

お申込み下さい。  

 
 

記 

 

１．日  時  令和８年７月２３日（木） １３：３０～１６：３０(受付１３時～) 

２．場  所  茨城県トラック総合会館 研修室 

３．内  容  （１）過労死等の現状(脳・心臓疾患)と国の健康起因事故対策、 

ドライバーの異変への気づき（座学） 

（２）ドライバーとの対話（グループワーク） 

（３）過労死等の現状(精神障害)と精神障害の基礎知識と対策（座学） 

（４）心の健康に配慮した職場環境づくり（グループワーク） 

        （５）ストレスチェックの重要性（座学） 

            

 

４．講  師  ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 

５．対 象 者    経営者及び運行管理者等  

６．受講者枠  ６４名（先着順。定員になり次第、締め切ります。） 

※１事業者２名を限度とします。 

７．携 行 品  筆記用具・名刺(任意) 

８．注意事項  ※２０２７年度Ｇマーク申請及び更新時の加点対象のセミナーとなります。 

（管理者、運転者共に３点） 

 

◆問合せ先   茨城県トラック協会 業務部  猪瀬 

            電話：０２９－３０３－６３６３ 
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茨城県トラック協会 業務部 宛 

ＦＡＸ：０２９－２４３－５９３６ 

 

令和８年  月  日 

 

 

過過労労死死等等防防止止対対策策セセミミナナーー  
～～健健康康起起因因事事故故のの削削減減をを目目指指ししてて～～  

参参加加申申込込書書  
 

会社名・営業所名 

 

会社所在地 

〒 

 

電話番号 

 

FAX 番号 

 

受講者

①  

所属・役職        

氏 名 

 

受講者

② 

所属・役職                 

氏 名 

 

 

〈〈締締  切切  日日〉〉  令令和和８８年年７７月月１１５５日日（（水水曜曜日日））  

※※たただだしし、、定定員員６６４４名名ににななりり次次第第、、締締めめ切切ららせせてていいたただだききまますす。。  



─7─

協会だより

安安全全運運転転中中央央研研修修所所にによよるる研研修修案案内内（（茨茨トト協協））  
  
  
  トトララッッククドドラライイババーー向向けけのの安安全全運運転転習習得得をを目目的的ととししたた研研修修をを、、下下記記にによよりり実実施施

致致ししまますすののでで、、受受講講希希望望者者はは別別紙紙申申込込書書にに必必要要事事項項ををごご記記入入のの上上、、協協会会ににＦＦＡＡＸＸ

ににてて申申込込みみををししてて下下ささいい。。  
ななおお、、ここのの研研修修はは安安全全性性評評価価事事業業（（ＧＧママーークク））のの加加点点対対象象ににななりりまますす。。  
  

記記  
 

１１．．研研修修場場所所    ひひたたちちななかか市市新新光光町町 660055--1166  
                安安全全運運転転中中央央研研修修所所  
                
２２．．研研修修日日程程【【貨貨物物自自動動車車運運転転者者課課程程・・22ｔｔ車車】】  
第第１１回回  令令和和８８年年  ５５月月  ９９日日((土土))～～１１００日日((日日))  終終    了了  

第第２２回回  令令和和８８年年  ８８月月２２２２日日((土土))～～２２３３日日((日日))  申申込込締締切切    ７７月月２２２２日日((水水))  

第第３３回回  令令和和９９年年  ２２月月１１３３日日((土土))～～１１４４日日((日日))  申申込込締締切切    １１月月１１３３日日((水水))  

            
３３．．受受講講資資格格  
  ①①準準中中型型免免許許((５５tt 限限定定準準中中型型免免許許及及びびＡＡＴＴ限限定定はは不不可可))以以上上をを有有すするる者者及及びび最最

大大積積載載量量 22ｔｔ以以上上のの運運転転免免許許をを有有すするる者者ととすするる。。  
  ②②事事故故惹惹起起、、違違反反がが多多いい者者をを優優先先ととすするる。。  
  
４４．．助助成成額額  
  受受講講料料おおよよびび宿宿泊泊費費 4455,,770000円円はは茨茨トト協協のの全全額額補補助助ととすするる。。  
但但しし、、食食事事代代はは自自己己負負担担ととすするる。。  

  
５５．．注注意意事事項項  
  ・・使使用用すするる車車両両はは準準中中型型トトララッッククににななりりまますす。。  
  ・・研研修修初初日日はは１１００時時３３００分分よよりり研研修修開開始始ととななりりまますすののでで、、１１００時時ままででにに受受付付をを  

済済まませせててくくだだささいい。。  
  

●●問問合合せせ先先  茨茨城城県県トトララッックク協協会会  業業務務部部  猪猪瀬瀬  

電電  話話：：002299--330033--66336633  

ＦＦＡＡＸＸ：：002299--224433--55993366  
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別紙

　　年　　月　　日

（一社）茨城県トラック協会　　あて

ＦＡＸ　：　０２９－２４３－５９３６

（　　　　） 　　第２回　　令和８年　　８月２２日（土）～２３日（日）

（　　　　） 　　第３回　　令和９年　　２月１３日（土）～１４日（日）

㊞　　　　

TEL

FAX

昭 和
平 成

　　　年　　月　　日　生　　男・女　　　　　歳

申込担当者名

安全運転中央研修所研修申込書

 （希 望 回 に ○ を し て 下 さ い）

事　業　所　名

代　表　者　名

生年月日・性別・年齢

所持免許(〇で記入) 大　型　・　中型　・　中型８ｔ限定　・　準中型　

（注意）　記入漏れのないようにお願い致します。 ※準中型5ｔ限定は不可

事 業 所 住 所 〒

電　話　番　号

F A X 番 号

フ リ ガ ナ

受 講 者 氏 名
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【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業労働災
害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全国警備業協
会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁（予定）

熱中症対策情報はこちら

労働衛生管理体制の確立
事業場ごとに熱中症予防管理者を選任し
熱中症予防の責任体制を確立

暑さ指数（ ）の
把握の準備

規格に適合した暑さ指数計を準備し、点検

作業手順・作業計画の策定
暑さ指数に応じた休憩時間の確保、作業中止
に関する事項を含めた作業手順・作業計画を
策定

設備対策の検討
暑さ指数低減のため簡易な屋根、通風または
冷房設備、散水設備の設置を検討

休憩場所の確保の検討
冷房を備えた休憩場所や
涼しい休憩場所の確保を検討

服装の検討
透湿性と通気性の良い服装を準備、送風や
送水により身体を冷却する機能をもつ服の
着用も検討

教育研修
の実施
管理者、作業者に
対する教育を実施

緊急時の対応の事前確認
緊急時の対応（異常時における連絡体制や
対応手順等）を確認し、関係者に周知

ガイド・教育動画
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暑さ指数の低減
準備期間に検討した設備対策を実施

暑熱順化への対応
熱に慣らすため、 日以上かけて作業時間
の調整
※新規入職者や休み明け作業者は別途注意

すること

休憩場所の整備
準備期間に検討した休憩場所を設置

服装
準備期間に検討した服装を着用

作業時間の短縮
作業計画に基づき、暑さ指数に応じた休憩、
作業中止

プレクーリング
作業開始前や休憩時間中に深部体温を下げる

水分・塩分の摂取
水分と塩分を定期的に摂取（水分等を携行
させる等を考慮）

健康診断結果に基づく対応
次の疾病を持った方には医師等の意見を踏ま
え配慮 ①糖尿病 ②高血圧症 ③心疾患 ④腎
不全 ⑤精神・神経関係の疾患 ⑥広範囲の皮
膚疾患 ⑦感冒 ⑧下痢

日常の健康管理
当日の朝食の未摂取、睡眠不足、前日の多量
の飲酒が熱中症の発症に影響を与えることを
指導し、作業開始前に確認

作業中の作業者の
健康状態の確認
巡視を頻繁に行い声をかける、
「バディ」を組ませる等作業者にお互い
の健康状態を留意するよう指導

□ 暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じ対策を追加
□ 暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底
□ 水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底
□ 作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加
□ 熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施
□ 熱中症のおそれがある者を発見したときは、躊躇することなく救急隊を要請

異常時の
対応

あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等の周知徹底
少しでも本人や周りが異変を感じたら、あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等に基づき適切に対応
※必ず一旦作業を離れ、全身を濡らして送風することなどにより身体を冷却
※症状が回復しない場合は躊躇なく病院に搬送する（症状に応じて救急隊を要請）

（ ８ ２）
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